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超高層大気長期変動の全球地上ネットワーク観測・研究 (IUGONET)プロジェクトに
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Inter-university Upper atmosphere Global Observation NETwork (IUGONET) project
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超高層大気長期変動の全球地上ネットワーク観測・研究 (IUGONET)プロジェクト (2009-2014)では、国立極地研究所、
東北大学、名古屋大学、京都大学、および九州大学が連携し、IGY 以来 50年以上にわたって蓄積された地上観測データ
のメタデータ (観測期間、装置の種類、データの所在地、など観測データに関する情報)のデータベースを構築する。プ
ロジェクト参加機関は、地球上のあらゆる地域で、対流圏から太陽圏に至る多様な高度領域から、レーダー、磁力計、光
学装置、太陽望遠鏡などの各種装置を用いて観測データを収集している。この膨大なデータをメタデータ・データベー
スによって横断的に検索・取得できるようにすることで、観測データの流通を促進し、さらには異なる大気層にまたが
るような現象の総合解析、新しい超高層大気研究が促進されることが期待される。プロジェクトでこれまで開発してき
た、リポジトリソフト DSpaceを用いたメタデータ・データベース、及び THEMIS衛星データ解析ソフトをベースにし
た統合解析ソフトウェア (UDAS)は、昨年度末に国内外の研究者向けに公開された。今年度よりプロジェクトは 6ヶ年計
画の後半に入り、引き続き新規メタデータの抽出・アーカイブを行いメタデータ・データベースのコンテンツを拡充し
ていく。また統合解析ソフトウェアの対応するデータ種を増やすとともに解析・可視化の機能を拡充し、分野横断的な
研究を行う上でより強力なツールに発展させていく予定である。発表では、プロジェクトのこれまでの成果を総括する
とともに、今後の開発のロードマップや具体的な方針・目的などを説明する。また、これらの IUGONETツールを用い
て実際に進められている、超高層大気長期変動の研究の成果について紹介したい。
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